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　サクラの花が終わると、一斉に春の草花が咲き

始めます。その中でも、ひときわ鮮やかなのが花

水木です。アメリカヤマボウシとも呼ばれ、岩倉

市内でも街路樹や公園、庭木に多く見られます。

花弁のように見えるのは、実は葉が変形した苞と

呼ばれるもので、本当の花はその中央にある黄緑

色をした小さな花芯のように見えるものです。 

　さわやかに渡る五月の風に、ふわふわと浮かぶ

ように咲く花水木は、まるで天空に舞う蝶のよう

に思えます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 

【2005岩倉の風景●花水木～まるで空に舞う蝶のようだね～】 
は な　 み ず　   き 
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市民のひろば・いわくらネットワーク 市政の窓 ６ 
「春の行政相談週間」と「さわやか行政 
サービス推進月間」 
第３子以降の学校給食費を補助します 
第２７回民族音楽レクチャーコンサート 
ナゴヤシティーブラスの生演奏で演歌を 
うたおう！　パートⅢ 
市民スペース 
ミニステージ・市民ギャラリー情報 
児童館学童保育が有料になります 

岩倉北小学校 

 
…６ 
…６ 
…７ 
 

…７ 
 

…７ 
…７ 

保健師すこやか日誌 ８ 
女性のがん予防 

スポーツ大好き！ ８ 
岩倉北女子バレーボールスポーツ少年団 

グーテンターグ ９ 
わたしの母国 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
栄町かいわい 

岩倉桜まつり 

１６ 

学校通信 １８ 

１９ フォトニュース 

▲４月６日、小学校で入学式

が行われ、５校合わせて４５８

人が学校生活をスタートしま

した。 

 

３ 

暮らしのガイド １０ 

いわくらフリーマーケット出店者 

８０２０歯の健康コンクール 
ホストファミリーとこいのぼりづくり　ほか 

少年少女ソフトボール教室 
初心者テニス教室 
ホームヘルパー養成研修会（２級課程）　ほか 

募集 １１ 

催し １１ 

児童手当の対象所得が平成１６年中の所得 
に切り替わります 
児童扶養手当・愛知県遺児手当・特別児童 
扶養手当 
生け垣づくり補助金 
側溝ふた揚げ機を貸し出します 

史跡公園月釜 
ミニミニコンサート 
しょうぶ湯・歌謡舞踊 

手続き １０ 

保健センターからのお知らせ 

健康 １３ 

不用品データバンク 
総合治水推進週間 
献血にご協力を 
図書館ニュース 
「子ども放送局」番組放映 
市民相談　　　　　　　　　　　ほか 

相談・その他 １４ 

講座・教室 １２ 

はち　まる　にい　まる 

広報いわくら　2005年5月1日号　No.819
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岩倉市当初予算のあらまし 
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▲４月６日

が行われ、

人が学校生

した。 

　平成１７年度予算が、岩倉市議会３月定例会で可

決成立しました。そのあらましをお知らせします。 

　三位一体の改革や地方財政計画の規模抑制などの

影響により、厳しい財政運営が続く中、従来にも増

した行政経費の節減・合理化に努めながら、第３次

岩倉市総合計画の基本理念「豊かな心と協働による

成熟した市民社会をめざす」をもとに、安全・安心

で市民が主役のまちづくりの諸施策を推進していき

ます。 

●問合先　財政課財政係（☎３８―５８０５）まで。 

平成17年度 
岩倉市当初予算のあらまし 

平成17年度岩倉市会計別予算額 

会　計　名 

一  般  会  計 

国民健康保険 

老人保健 

土地取得 

学校給食 

公共下水道事業 

介護保険 

　  小　計 

上水道事業会計 

合　　計 

平成１７年度 

１１，６７０，０００ 

３，７９１，５２３ 

２，６６９，６０６ 

１００ 

１７０，６９２ 

１，１３３，３４９ 

１，５８１，３５２ 

９，３４６，６２２ 

９２４，０５７ 

２１，９４０，６７９ 

１２，５５５，０００ 

３，６５９，７７８ 

２，５９７，７８１ 

４０，７４０ 

１６９，０４２ 

１，１１６，６１２ 

１，４０６，４０６ 

８，９９０，３５９ 

９５４，９３０ 

２２，５００，２８９ 

９３.０％ 

１０３.６％ 

１０２．８％ 

０.２％ 

１０１.０％ 

１０１.５％ 

１１２．４％ 

１０４.０％ 

９６.８％ 

９７.５％ 

平成１６年度 前年比 

平成１７年度 

２２８，８９５ 

１，４９２，９４７ 

３，６３１，２２９ 

１，３１４，６３４ 

１２３，７９９ 

２９８，０８３ 

１，３６６，１６６ 

６５６，５８３ 

１，０５３，４１８ 

１，４９０，３７６ 

９，８７０ 

４，０００ 

１１，６７０，０００ 

  １ 議会費 

  ２ 総務費 

  ３ 民生費 

  ４ 衛生費 

  ５ 農林水産業費 

  ６ 商工費 

  ７ 土木費 

  ８ 消防費 

  ９ 教育費 

１０ 公債費 

１１ 諸支出金 

１２ 予備費 

※歳入・歳出の合計額の前年度比較では、９３.０％となっていますが、 
平成１６年度に行いました市債の借り換え額１０億２，０００万円を除いた 
実質的な予算比較では１０１.２％となります。 

２２６，６８０ 

１，４８８，８２６ 

３，６５２，７５３ 

１，３２６，００６ 

１２４，５１１ 

２９１，６７７ 

１，３０３，６３０ 

５４３，９２０ 

１，００２，２０８ 

２，５７６，３２９ 

１４，４６０ 

４，０００ 

１２，５５５，０００ 

１０１．０％ 

１００．３％ 

９９.４％ 

９９．１％ 

９９.４％ 

１０２.２％ 

１０４.８％ 

１２０.７％ 

１０５.１％ 

５７.８％ 

６８．３％ 

１００．０％ 

９３．０％ 

平成１６年度 前年比 

２，２１５ 

４，１２１ 

△２１，５２４ 

△１１，３７２ 

△７１２ 

６，４０６ 

６２，５３６ 

１１２，６６３ 

５１，２１０ 

△１，０８５，９５３ 

△４，５９０ 

０ 

△８８５，０００ 

比　較 

（単位：千円） 

平成17年度一般会計予算の内訳 
歳出 （単位：千円） 歳入 （単位：千円） 

特
　
別
　
会
　
計 

款 平成１７年度 

５，５６３，８８２ 

３１６，０００ 

３０，０００ 

１２，０００ 

６，０００ 

３９８，０００ 

１５６，０００ 

２２０，０００ 

１，６１０，０００ 

９，０００ 

１５１，２８５ 

９１，２７１ 

９７６，６２８ 

４２３，４５３ 

２，９９５ 

５０４ 

３９７，７８８ 

２２５，８００ 

２８２，５９４ 

７９６，８００ 

１１，６７０，０００ 

  １ 市税 

  ２ 地方譲与税 

  ３ 利子割交付金 

  ４ 配当割交付金 

  ５ 株式等譲渡所得割交付金 

  ６ 地方消費税交付金 

  ７ 自動車取得税交付金 

  ８ 地方特例交付金 

  ９ 地方交付税 

１０ 交通安全対策特別交付金 

１１ 分担金及び負担金 

１２ 使用料及び手数料 

１３ 国庫支出金 

１４ 県支出金 

１５ 財産収入 

１６ 寄附金 

１７ 繰入金 

１８ 繰越金 

１９ 諸収入 

２０ 市債 

５，３５９，７５２ 

２３０，５００ 

４６，０００ 

１３，０００ 

７，０００ 

４３０，０００ 

１５５，０００ 

２３０，０００ 

１，６２０，０００ 

９，０００ 

１５２，２５８ 

８８，３４９ 

９７８，８３７ 

４４５，７７９ 

３，３９６ 

６０４ 

４７１，４９６ 

１８２，３７０ 

２５８，６５９ 

１，８７３，０００ 

１２，５５５，０００ 

１０３．８％ 

１３７．１％ 

６５．２％ 

９２．３％ 

８５．７％ 

９２.６％ 

１００．６％ 

９５．７％ 

９９.４％ 

１００．０％ 

９９．４％ 

１０３.３％ 

９９．８％ 

９５.０％ 

８８.２％ 

８３.４％ 

８４.４％ 

１２３.８％ 

１０９.３％ 

４２.５％ 

９３.０％ 

平成１６年度 前年比 

２０４，１３０ 

８５，５００ 

△１６，０００ 

△１，０００ 

△１，０００ 

△３２，０００ 

１，０００ 

△１０，０００ 

△１０，０００ 

０ 

△９７３ 

２，９２２ 

△２，２０９ 

△２２，３２６ 

△４０１ 

△１００ 

△７３，７０８ 

４３，４３０ 

２３，９３５ 

△１，０７６，２００ 

△８８５，０００ 

比　較 款 

歳　入　合　計 

歳　出　合　計 
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重
点
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策

 
・防犯灯の設置 
・安全・安心パトロールの実施 
・防犯対策助成事業 
・交通安全施設設置工事 
・（仮称）防災コミュニティセンター整備事業 
・市立体育館耐震補強事業 
・川徳橋耐震補強事業 
・橋梁耐震補強事業（幼川橋補強工事・昭和橋実施設計） 
・避難所耐震診断調査委託料（南部老人憩の家） 
・貯留型仮設水洗トイレ設置事業（備品費を含む） 
・避難所用資機材の購入 
・県水緊急支援連絡管設置工事 
・木造住宅耐震診断・耐震改修の助成 
・消防団車庫移転事業（第４分団） 
・消防団ポンプ自動車の購入（第１分団） 
・携帯１１９番通報受信・転送システム事業 

・用排水路の浚渫 

・岩倉駅東地区北街区再開発事業 
・岩倉駅東地区下本町街区再開発事業 

８,８１４千円 
２,１０９千円 
５,０００千円 
１７,０２０千円 
１３５,００８千円 
１０,３６４千円 
５,０００千円 
９,８５０千円 
９３５千円 
３,８３３千円 
１,０３４千円 
２０,０００千円 
１５,０００千円 
３３,８９０千円 
１７,９００千円 
１,６５１千円 

１０,６８４千円 

主な見直し項目 
歳入　　増収額　   ４,６２６千円 
　・放課後児童健全育成手数料 
　・ジュニアオーケストラ団費 
歳出　　削減額　２００,３００千円 
　・人件費の抑制（△１３人）、特殊勤務手当等手当の見直し等 
　・旅費の見直し 
　・医師会・歯科医師会の報酬等の見直し 
　・経常的経費（旅費、需用費、委託料等）の２％を削減目標とした 
　・事業委託料（まつり等事業委託料）の５％を削減目標とした 
　・補助金の見直し 
　・その他 

△１３１,７００千円 
△５００千円 
△３,９００千円 
△３９,５００千円 
△１１,４００千円 
△３,８００千円 
△９,５００千円 

１２０,０００千円 
５００千円 

４,０８６千円 
５４０千円 

安全・安心のまちづくりの推進 

行政改革の推進 

岩倉駅東地区再開発事業の推進 

しゅん　せつ 

▲（仮称）防災コミュニティセンター完成予想図 
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新
規
事
業
お
よ
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普
通
建
設
事
業
等 

・第３期岩倉市老人保健福祉計画および介護保険事業計画策定 
・認知症高齢者グループホームへの助成 
・乳幼児医療費助成の拡充（第２子以降小学校入学前まで拡大） 
・第３子以降学校給食費補助金 
・母子自立支援給付金 

３,５８０千円 
４,６５０千円 
８,７０７千円 
６,０４０千円 
４００千円 

・小学校フッ素洗口 
・中学校LAN整備工事 
・中学校ブラスバンド楽器購入 
・曽野小学校プールフェンス改修工事 
・学校給食配送車購入 
・教育プラン事業の推進 
・臨時講師事業（外国語教育、障害児の個別指導等） 
・愛知万博見学事業補助金 
・史跡公園堅穴住居復元工事 
・市史編さん事業 
・ジュニアオーケストラの育成 
・音楽文化普及事業 
・多目的ホール吊物用ワイヤー等取替工事および音響設備取替工事 

１５０千円 
１９,１９４千円 
１,１８３千円 
１,４０２千円 
７,０００千円 
３,２００千円 
１８,９１６千円 
２,０４９千円 
１２,１５０千円 
３,５００千円 
１１,４５０千円 
９,５４８千円 
８,５５１千円 

　国民健康保険特別会計 
　　国保税収納業務の私人委託 
　上水道事業会計 
　　県水緊急支援連絡管設置工事（重点施策と重複） 

 
５,９７７千円 

 
２０,０００千円 

・その他プラスチック容器資源化事業 １９,９９４千円 ・（仮称）竹林公園整備事業（土地取得等） 
・（仮称）長瀬公園整備事業（基本設計） 
・幹線道路等の整備 
・岩倉駅地下連絡道エレベーター設置事業 

６１,７７７千円 
３,１２４千円 

１６７,４２０千円 
６８,９５６千円 

・用排水路改修工事 
・愛知万博関連事業 
・一豊公＆千代様サミット（一宮市、犬山市と共同開催） 
 
・いわくらお店探索スタンプラリー事業 

２１,５６６千円 
１５,０８４千円 

 
１,０７０千円 
３００千円 

健康・福祉 

教育・文化・スポーツ 

環境 都市基盤整備等 

農業・商工業 

・戦後６０年等平和祈念事業 ３００千円 
その他 

特別会計等 

▲（仮称）竹林公園 
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務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
解
決
を
図

り
、
そ
れ
ら
を
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
は
、
こ
の
行
政
相
談

制
度
を
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
５
月
下
旬
に
行
政
相
談
に
関
係
す
る
各

種
行
事
や
広
報
を
全
国
一
斉
に
集
中
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
今
年
度
は
、
５
月
１６
日
　
か
ら
２２
日

　
ま
で
の
１
週
間
を
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
政
府
は
「
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
親
切

な
行
政
」
「
心
の
こ
も
っ
た
行
政
」
を
実
現
す
る

た
め
、
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」
を
実

施
し
て
お
り
、
毎
年
５
月
を
「
さ
わ
や
か
行
政
サ

ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
重
点
的
に

受
け
付
け
ま
す
。 

　
保
険
・
年
金
、
国
税
、
登
記
、
消
費
者
保
護
、

国
の
行
政
機
関
等
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
苦

情
や
意
見
・
要
望
、
あ
る
い
は
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
行
政
相
談
委
員
や

名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
ま
た
は
、
総
務
省
中
部

管
区
行
政
評
価
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
相
談
は
、
来
訪
、
電
話
、
文
書
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

岩
倉
市
の
行
政
相
談 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
第
２
金
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

春
の
行
政
相
談
週
間
の
一
環
と
し
て
、
５
月
の
行

政
相
談
は
次
の
と
お
り
時
間
を
延
長
し
て
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

●
と
き
　
５
月
２０
日
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室 

●
行
政
相
談
委
員
　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。 

　
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次
の
人
で
す
。 

・
塩
谷
光
代
さ
ん 

・
丹
羽
喜
代
之
さ
ん 

行
政
相
談
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
丹
羽
繁
雄
さ
ん
が
、
平
成
１７
年
３
月
３１
日

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
丹
羽
喜
代

之
さ
ん
（
大
市
場
町
在
住
）
が
新
た
に
行
政
相
談

委
員
と
し
て
総
務
省
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。 

常
設
相
談
窓
口 

【
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
】
（
名
古
屋
市
中
区

栄
３
―
２
―
１７
ダ
イ
エ
ー
栄
店
８
階
☎
０
５
２
―

２
６
３
―
１
１
９
２
） 

●
相
談
日
時
　
毎
日
（
ダ
イ
エ
ー
栄
店
の
休
業
日
、

祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時 ※
受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま
す
。 

【
行
政
苦
情
１
１
０
番
】
（
☎
０
５
７
０
―
０
９

０
１
１
０
） 

●
受
付
　
平
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分 

※
受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま
す
。 

【
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首
席
行
政
相
談
官
室
】

（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１
名
古
屋
合

同
庁
舎
第
２
号
館
４
階
　
０
５
２
―
９
７
２
―
７

４
１
９
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
行
政
苦
情
１
１
０
番
） 

 

●
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

４
）
ま
で
。 

 

。

。

、

（月） 

（日） 

（金） 

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
と 

「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス 

推
進
月
間
」 

　少子化対策・子育て支援を目的として、義務教育課程にある児童・
生徒が３人以上いる世帯に第３子以降の岩倉市立小・中学校での給食
費を補助します。 
●対象者 
　①岩倉市に住所もしくは居所を有する人 
　②義務教育課程にある小学校１年生から中学校３年生までの児童お
　　よび生徒を３人以上いる世帯 
　③給食費を滞納していない人 
●申請方法　在籍する学校へ申請してください。 
●申請期間　８月末日・３月末日の年２回 
●問 合 先　学校教育課庶務係（☎３８―５８１８）まで。 

第３子以降の学校給食費を補助します 

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kanku/chubu.htm
l 

 

し
お
た
に
み
つ
　

よ 

に
　
わ
　
き
　
よ
　
ゆ
き 

に
　
わ
　
し
げ
　

お 

１１０
c
yb３２

@
s
o
u
m
u
.g
o
.jp
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●
市
政
の
窓
●
 

ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改

・
塩
谷
光
代
さ
ん 

４
１
９
） 

　 

      

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
の
音
楽
と
い
う
と
、

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
音
を
思
い
出
す
人
も
い
る
の
で

は
な
い
か
と
言
え
る
く
ら
い
、
そ
の
音
は
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
を
特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。
特
に

最
近
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
異
な
る
分
野

か
ら
も
タ
ン
ゴ
へ
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
時
代
を

超
え
て
人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
、
タ
ン
ゴ
の

リ
ズ
ム
を
、
「
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
」
を
中
心
に
お
話

を
交
え
な
が
ら
お
届
け
し
ま
す
。 

　
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
５
月
１５
日
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分（
開

場
…
午
後
１
時
３０
分
） 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
出
演
者
　 

★
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
…
島
田
由
美
子 

★
ピ
ア
ノ
…
高
田
菜
穂 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
員 

★
バ
イ
オ
リ
ン
…
村
木
栄
里
、
栗
林
里
衣 

★
チ
ェ
ロ
…
石
橋
隆
弘 

★
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
…
榊
原
利
修 

●
主
な
曲
　
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
、
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
、

ジ
ェ
ラ
シ
ー
、
真
珠
採
り
の
タ
ン
ゴ
　
ほ
か 

●
入
場
　
無
料
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
定
員
２
０
０
人
。
た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場

合
は
入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
在
住
の
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
員

を
中
心
と
し
た
「
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ー
ブ
ラ
ス
」
の

生
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、
演
歌
を
思
い
っ
き
り
歌
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
６
月
１３
日
　
午
後
７
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家 

●
曲
目
　
①
孫
②
箱
根
八
里
の
半
次
郎
③
川
の
流

れ
の
よ
う
に
④
つ
ぐ
な
い
⑤
天
城
越
え
⑥
北
酒
場

⑦
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
⑧
浪
速
節
だ
よ
人
生

は
⑨
さ
く
ら（
森
山
直
太
朗
）
⑩
桜（
河
口
恭
吾
）

⑪
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
⑫
人
生
や
じ
ろ
べ
え
⑬

男
道
⑭
命
く
れ
な
い
、
以
下
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
⑮
銀

座
の
恋
の
物
語
⑯
浪
花
恋
し
ぐ
れ
⑰
二
輪
草
　
ほ

か
　 

※
以
上
の
曲
以
外
で
も
ア
レ
ン
ジ
が
可
能
で
あ
れ

ば
伴
奏
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
方
法
　
５
月
２７
日
　
ま
で
に
生
涯
学
習
課

へ
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
ご
希
望
の
曲
番

号
を
記
入
し
た
書
類
（
書
式
自
由
）
と
デ
モ
テ
ー

プ
（
当
日
歌
い
た
い
曲
を
歌
っ
て
い
る
テ
ー
プ
、

音
程
に
あ
わ
せ
て
編
曲
し
ま
す
の
で
、
ワ
ン
コ
ー

ラ
ス
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
な
お
、
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
）
。 

●
出
演
予
定
人
数
　
１０
人
（
各
曲
目
に
つ
き
１
人
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
は
２
人
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
出
場
者
に
は
６
月
６
日
　
ま

で
に
直
接
連
絡
し
ま
す
） 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

（月） 

（日） 

（月） 

（金） 

第
２７
回
民
族
音
楽 

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
〜
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
世
界
〜 

ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ー
ブ
ラ
ス
の 

生
演
奏
で
演
歌
を
う
た
お
う
！
　 

　
　
　
　
　
　
パ
ー
ト
Ⅲ 

　これまで無料で実施してきました学童保育（放課後児童健全育成事

業）について、利用の公平・公正および受益者負担を図るため、平成

１７年１０月から有料になります。 

●学童保育料　月３千円（おやつ代は含みません） 

●免除される世帯　①生活保護世帯②岩倉市遺児手当を受給している

世帯③災害、疾病その他特別の事情により生計が著しく困難であると

認められる世帯 

●問合先　第一児童館（☎３８―１１０６）まで。 

　
生
費
●
　
　
　
　
●
●
●

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、
２階には市民ギャラリーやレストランなど、市民の皆さんに利
用していただけるスペースがあります。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、
年末および年始は休みです）ただし、レストランの営業時間は、
振替休日を除く月～土曜日の午前９時から午後６時までです。 

●と　き　５月２２日（日）午前１０時３０分～１１時３０分 

●出演者　佐藤栄里子（オーボエ）、織田真里江（クラリネット）、

濱島円（ファゴット） 
●主な曲　ディベルティメント／モーツァルト、Ｇ線上のアリア／バ
ッハ、涙そうそう　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。 

ミニステージ 
【ロビーコンサート　木管三重奏の調べ】 

●と　き　５月９日（月）～１５日（日） 

●問合先　吉川（☎６６―３１２１）まで。 

●と　き　５月１６日(月)～２８日（土） 

●問合先　近藤（☎３７―３７１６）まで。 

●と　き　５月３０日（月）～６月１１日（土） 

●問合先　神山（☎６６―０６９３）まで。 

市民ギャラリー 
【岩倉ぴんぼけ会写真三人展】 

【伊勢型紙作品展】 

【和紙はり絵展】 

さ　とう　え　り　こ 

はましままどか 

お　だ　ま　り　え 

こうやま 

よしかわ 

こんどう 

児童館での学童保育が有料になります 

し
お
た
に
み
つ
　

よ 

し
ま
　
だ
　
ゆ
　
み
　
こ 

た
か
　
だ
　
な
　
ほ 

む
ら
　
き
　
え
　
り 

い
し
ば
し
た
か
ひ
ろ 

さ
か
き
ば
ら
と
し
の
ぶ 

く
り
ば
や
し
　
り
　
え 
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子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て 

岩
倉
北
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　
　 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
結
成
し
て
初
め
て

教
え
た
娘
が
今
年
３４
歳
に
な
る
と
か
。
去

年
の
春
に
も
「
コ
ー
チ
、
こ
ん
に
ち
は
」
と

言
っ
て
１
人
の
お
母
さ
ん
が
３
年
生
の
子

を
連
れ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。
「
こ
れ
、

私
の
娘
で
す
。
今
日
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
始
め
て
い
い
で
す
か
」
と
い
っ
て
近
づ

い
て
来
た
そ
の
お
母
さ
ん
も
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
卒
業
生
で
、
２０
年
も
前
に
卒

業
し
て
い
っ
た
人
で
し
た
。
自
分
な
が
ら

「
年
」
を
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。 

　
「
ア
キ
レ
ス
け
ん
」
を
左
右
断
絶
し
て

も
や
め
ら
れ
な
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
家
族

も
今
で
は
あ
き
ら
め
顔
で
す
。 

　
１
年
生
、
２
年
生
の
も
み
じ
の
よ
う
な

手
を
し
た
子
が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
し
ま
す
。

私
の
背
よ
り
高
い
６
年
生
が
ア
タ
ッ
ク
を

打
ち
ま
す
。
こ
の
子
た
ち
が
中
学
校
へ
行

っ
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
見
守
り
ま
す
。
３
校
の
小
学
校
で
始

レ
ー

ー

ー
ツ

保健師すこやか日誌 

～女性のがん予防～ 

　
女
性
の
死
亡
す
る
原
因
の
第
１
位
は
が
ん
に
よ
る
も
の 

で
、
全
体
の
約
３
割
を
占
め
ま
す
。
部
位
別
に
み
る
と
、 

胃
、
大
腸
、
肺
、
乳
が
ん
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
女 

性
の
が
ん
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！ 

乳
が
ん
に
つ
い
て 

　
わ
が
国
で
は
、
１
年
間
に
お
よ
そ
３
万
５
千
人
の
女
性

が
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
初
期
の
段

階
で
見
つ
か
れ
ば
、
９０
㌫
以
上
治
り
ま
す
の
で
、
生
活
習

慣
の
改
善
に
よ
る
一
次
予
防
に
加
え
、
二
次
予
防
（
早
期

発
見
・
早
期
治
療
）
が
重
要
で
す
。 

　
乳
が
ん
は
、
自
分
で
発
見
し
や
す
い
が
ん
の
ひ
と
つ
で 

す
。
２０
歳
を
す
ぎ
た
ら
、
月
に
１
回
は
自
分
の
乳
房
を
見 

て
触
る
こ
と
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
し
こ
り
や
く
ぼ
み
が
な
い 

か
ど
う
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
己
検
診
で
異 

常
を
発
見
し
た
ら
、
悩
ん
だ
り
勝
手
に
判
断
し
た
り
せ
ず
、 

す
ぐ
に
専
門
医
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
自
己
検
診
の 

正
し
い
方
法
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
乳
が
ん
検
診
の
時
に 

保
健
師
が
お
話
し
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
の
乳
が
ん
検
診
で
は
、
３０
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
視
触
診
と
超
音
波
断
層
撮
影
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
乳
房
Ｘ
線
撮
影
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
は
、

５０
歳
以
上
の
希
望
者
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
４０
歳
以
上
の
希
望
者
に
年
齢
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

乳
房
Ｘ
線
撮
影
検
査
は
、
よ
り
早
期
の
が
ん
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

子
宮
が
ん
に
つ
い
て 

　
子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
入
り
口
で
あ
る
頚
部
に
で
き 

る
子
宮
頚
が
ん
と
、
子
宮
の
奥
に
あ
た
る
体
部
に
で
き
る 

子
宮
体
が
ん
と
が
あ
り
ま
す
。
岩
倉
市
で
は
、
子
宮
頚
が 

ん
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
宮
頚
部
の
表
面
か
ら
綿 

棒
な
ど
で
こ
す
り
と
っ
た
細
胞
を
顕
微
鏡
で
調
べ
ま
す
。 

昨
年
度
ま
で
は
、
３０
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
行
っ
て
き 

ま
し
た
。
し
か
し
、
２０
歳
代
で
子
宮
頚
が
ん
に
か
か
る
人 

が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
対
象
を
２０
歳
以

上
と
し
ま
し
た
。 

　
子
宮
体
が
ん
の
場
合
は
、
病
状
が
進
行
し
て
い
な
い
早

期
の
段
階
で
出
血
を
き
た
す
こ
と
が
多
い
た
め
、
少
量
で

も
不
正
性
器
出
血
が
あ
れ
ば
、
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
で

早
期
発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！ 

　
岩
倉
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
２
日
　
か
ら
１３
日 

　
ま
で
の
間
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
乳
が
ん
お

よ
び
子
宮
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
１３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
検
診
に
つ

い
て
は
、
２
年
に
１
回
で
も
、
毎
年
受
診
し
た
場
合
と
ほ

ぼ
同
様
の
有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

検
診
結
果
を
無
駄
に
せ
ず
、
精
密
検
査
が
必
要
な
と
き
に

は
病
院
に
か
か
り
、
そ
の
後
も
定
期
的
に
経
過
観
察
し
て

い
く
こ
と
で
す
。 

　
検
診
を
機
会
に
自
分
の
体
と
心
を
大
切
に
し
、
い
つ
ま 

で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
ま

で
。 

（月） 

（金） 
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わたしの母国 
岩倉市国際交流員 

オールベーグ　ビビエン 
OELBERG VIVIEN

　今回はオーストリアの概要と、国旗について、最後に私が、
岩倉で働くことになった過程を書きます。 
　オーストリアは、ヨーロッパの中央にあり、小さな国です。
人口は８００万人でオーストリアは１９９５年からEU加盟国です。
首都はウィーンでオーストリアの東にあります。オーストリ
アは、ドイツ、イタリア、チェコ、ハンガリー、スイス、スロバ
キア、スロベニア、リヒテンシュテインの８か国に隣接して
います。オーストリアではドイツ語が話されています。次に
オーストリアの国旗について興味深い話があります。オー
ストリアの国旗は上から赤、白、赤の線です。なぜこのよう
になったのでしょうか。それには伝説があります。昔、伯爵
は白い服を着て戦争へ行きましたが、帰って来た時服は血
で染まっていましたがベルトの下の服は白いままでした。
その伝説から国旗の色になりました。  
　次にオーストリアの日本に関する現状を言うと日本語を勉強する人はあまりいませんが、日本に関係あるものはたくさん
あります。例えば日本の会社はもちろんあり、寿司も人気があります。 
　私はオーストリアにある「日本の文化」に引き込まれ、ローマ字と全く違う「漢字」にとても興味を持つようになりました。
２００１年９月友人と一緒に東京を観光し、オーストリアとは全く違う町並みやお寺などの建物の違いにとても感動しました。  
　一度ウィーンに帰って日本で知り合った友人から「岩倉で働きませんか」と聞かれました。私は仕事の話を聞いて、日本で
仕事をしたいと強く思い、試験を受け合格し今年の４月から岩倉市で働くことになりました。  
　次回以降、岩倉市民の皆さんに少しでもオーストリアについて知っていただきたいため、文化や習慣について書いていき
ます。そして次回は、オーストリアの料理について書きたいと思います。 

This time, I would firstly like to write a brief outline about Austria, introduce　the legend of the country's flag and finally 
write about how I　happened to get this job in Iwakura City Hall.　Austria is a small country located in the center of 
Europe with a population　of 8 million. Since 1995 Austria is a member of the European Union. The capital is Vienna, 
located in the country's East. Austria is surrounded by 8 different countries: Germany, Czech Rep., Slovakia, Hungary, 
Slovenia, Italy, Switzerland and Liechtenstein. The language spoken in Austria is German. Austria's national flag has 3 
horizontal stripes. Red on top, white in the middle and then red again.　There exists a legend of the origin of Austria's 
flag: In ancient times, Duke Leopold    had gone to war wearing white clothes but when he returned back home, his 
clothes were soaked red by blood, except for the part under his belt. This had kept white. As a symbol of braveness, the 
flag was created according to these colours: red, white, red.  
In Austria there are not many people studying the Japanese language but Japanese influence and connections can be 
found in various parts. For example, of course there are many Japanese companies in Austria, and it is very popular 
indeed eating sushi! 
However, I got interested in Japanese culture and was fascinated by kanji being so different from roman letters. The first 
time I went to Japan was in September 2001. Together with a friend I went to Tokyo for a holiday and I was deeply 
impressed and moved by the atmosphere, so completely different to Austria. Then, last year I was asked by a Japanese 
friend, if I were interested in working in Iwakura. Hearing more details about the job, I really wanted to work in Iwakura. I 
passed the interview, and it was decided that I could start working this April.  
From now on, I would like to introduce Iwakura's citizens to my country's culture and customs. And, next time I will be 
writing about Austrian traditional meals. 

し
て
見
守
り
ま
す
。
３
校
の
小
学
校
で
始

め
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
も
、
今
で
は
北
小
学
校
１
つ
に
な
っ
た

の
は
さ
び
し
い
け
れ
ど
、
市
内
の
遠
く
か

ら
も
来
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
バ
レ
ー

好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
６
人
の
コ
ー

チ
は
今
日
も
一
生
懸
命
で
す
。 

　
卒
業
生
の
中
に
は
、
中
学
校
で
バ
レ
ー

部
だ
け
で
な
く
柔
道
部
で
も
頑
張
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
。
陰
な
が
ら
そ
の
姿
に

「
頑
張
れ
よ
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。 

　
西
尾
張
の
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
以

前
に
も
増
し
て
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
岩
倉
で
た
だ
１
つ
の
ス
ポ
少
バ
レ
ー

を
絶
や
す
こ
と
が
無
い
よ
う
ク
ラ
ブ
員
の

皆
が
友
達
を
誘
っ
て
永
く
続
け
て
い
き
た

い
と
コ
ー
チ
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。 

●
連
絡
先
　
黒
田（
☎
６
６
―
１
５
１
５
）

ま
で
。 
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  ●
児
童
手
当
の
対
象
所
得
が
 

　
平
成
１６
年
中
の
所
得
に
 

　
切
り
替
わ
り
ま
す
 

  　
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
児
童
を
今
年
の
６
月
以
降
も
養
育

し
て
い
る
人
で
、
所
得
制
限
を
超
え

た
た
め
に
昨
年
６
月
か
ら
の
児
童
手

当
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
で
も
、

支
給
対
象
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
会
社
を
辞
め
た
こ
と
に
よ

り
特
例
給
付
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

人
で
も
、
新
た
に
会
社
に
勤
め
ら
れ

た
場
合
、
該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
児
童
課
児
童
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
ま
だ
児
童
手
当
の
請
求
を

さ
れ
て
い
な
い
人
も
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
５
月
中
に
手
続
き
を
さ
れ
な

い
と
６
月
分
か
ら
手
当
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
（
表
の
と
お
り
）
。
 

※
現
在
受
給
中
の
人
は
６
月
に
現
況

届
の
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
新
た
に

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
公
務
員
の
人
は
職
場
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

                 ▼
申
請
に
必
要
な
も
の
 

★
印
鑑
 

★
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
預
金

通
帳
（
郵
便
局
は
不
可
）
 

★
厚
生
年
金
等
加
入
者
は
請
求
者（
保

護
者
）
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

コ
ピ
ー
 

※
必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）
 

        

  ●
児
童
扶
養
手
当
・
愛
知
県
 

　
遺
児
手
当
・
特
別
児
童
扶
 

　
養
手
当
 

 　
 

　
い
ず
れ
の
手
当
も
、
申
請
の
た
め

の
資
格
要
件
・
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
児

童
課
児
童
係
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
児
童
扶
養
手
当
　
母
子
家
庭
で
、

１８
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
ま
た
は
、
両
親
の
い
な
い
１８
歳
以

下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

▼
愛
知
県
遺
児
手
当
　
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
で
、
愛
知
県
内
に
住
所
が

あ
り
、
１８
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
母
か
父
ま
た
は
、
両
親
の
い

な
い
１８
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
身
体
ま
た

は
、
精
神
に
中
度
・
重
度
の
障
害
を

も
つ
２０
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）
 

  ●
生
け
垣
づ
く
り
補
助
金
 

  　
家
庭
や
事
業
所
の
生
け
垣
づ
く
り

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

▼
補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣
　
住
宅

・
店
舗
・
事
業
所
な
ど
の
所
有
者
ま

た
は
、
借
地
権
者
が
設
け
る
も
の
で
、

公
道
に
面
し
た
延
長
２
㍍
以
上
の
生

け
垣
で
、
地
面
か
ら
９０
㌢
以
上
の
高

さ
が
あ
る
樹
木
を
延
長
１
㍍
に
つ
き

２
本
以
上
植
え
、
柵
や
支
柱
な
ど
で

固
定
す
る
も
の
が
対
象
で
す
。
 

　
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
基
礎
の
上
に

設
置
す
る
と
き
は
、
こ
の
基
礎
の
高

さ
が
、
住
宅
地
等
の
地
盤
面
か
ら
５０

㌢
以
下
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

▼
補
助
率
と
限
度
額
 

★
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て

造
る
と
き
…
塀
の
取
り
壊
し
と
、
生

け
垣
設
置
に
か
か
る
経
費
の
合
計
の

２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た
り
７

千
円
、
１
件
当
た
り
１０
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
 

★
新
た
に
設
置
す
る
と
き
…
設
置
経

費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た

り
５
千
円
、
１
件
当
た
り
６
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
工
事
着
手
前
に
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
請
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計

画
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）
 

  ●
側
溝
ふ
た
揚
げ
機
を
 

　
貸
し
出
し
ま
す
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
側
溝
の
清
掃
を
さ

れ
る
人
に
側
溝
ふ
た
揚
げ
機
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
 

。

。

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

平成１７年度児童手当所得制限限度額 
（単位：万円） 

扶養親族等の数 国民年金加入者等 厚生年金加入者等 

０人 ３０１ ４６０ 

１人 ３３９ ４９８ 

２人 ３７７ ５３６ 

３人 ４１５ ５７４ 

４人 ４５３ ６１２ 

５人 ４９１ ６５０ 

手続き 
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※
公
務
員
の
人
は
職
場
で
手
続
き
を

 

・
店
舗
・
事
業
所
な
ど
の
所
有
者
ま

（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
 

         ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
伝
統
あ

る
日
本
文
化
に
気
軽
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
ご

家
庭
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
お
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
１５
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家

（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８
―
６
１
０

１
）
 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
海
老

沢
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
―
５
８

１
９
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。
 

　
５
月
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
や
ク
ラ
シ

ッ
ク
曲
な
ど
の
ギ
タ
ー
演
奏
で
す
。

ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
が
大
好
き
な
皆

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ク
ラ
シ

ッ
ク
ギ
タ
ー
の
響
き
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
 

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
け
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で

す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２９
日
　
午
後
２
時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
岩
倉
ギ
タ
ー
友
の
会
　

▼
演
奏
曲
　
涙
の
ト
ッ
カ
ー
タ
、
少

年
時
代
、
ラ
テ
ン
ム
ー
ド
に
よ
る
ソ

ー
ラ
ン
節
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）
 

  ●
し
ょ
う
ぶ
湯
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
憩
の
家
 

  　
端
午
の
節
句
に
し
ょ
う
ぶ
の
葉
を

入
れ
た
「
し
ょ
う
ぶ
湯
」
に
入
浴
す

る
と
邪
気
を
払
い
疫
病
を
の
ぞ
く
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
憩
の
家
で
は
、
し
ょ
う
ぶ
湯
を
沸

か
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
６
日
　
午
後
２
時
〜

４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
老
人
憩
の
家
（
東
町
）
、

南
部
老
人
憩
の
家
（
大
地
町
）
 

▼
問
合
先
　
老
人
憩
の
家
（
☎
３
７

―
３
８
３
４
）
、
南
部
老
人
憩
の
家

（
☎
３
７
―
０
４
９
７
）
 

  ●
歌
謡
舞
踊
 

　
　
　
　
　
　
　
南
部
老
人
憩
の
家
 

  　
内
田
る
り
実
社
中
の
皆
さ
ん
が
、

慰
問
に
来
て
い
た
だ
き
見
事
な
舞
踊

を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
 

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
５
月
１２
日
　
午
後
２
時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
大

地
町
）
 

▼
出
演
者
　
内
田
実
の
秀
さ
ん
（
内

田
流
師
範
）
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
☎

３
７
―
０
４
９
７
）
 

         ●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
 

　
ケ
ッ
ト
出
店
者
 

  　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で

開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１９
日
　
午
前
９
時
〜

正
午
（
雨
天
の
場
合
は
６
月
２６
日
　

に
延
期
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗（
先
着
順
） 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ
た
り

間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の
予
定
 

▼
募
集
期
間
　
５
月
１７
日
　
〜
 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上
の
個
人
 

▼
出
店
費
用
　
無
料
 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】
 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品

物
、
営
利
を
目
的
と
し
た
物
を
販
売

す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。
 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、

販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
に

用
意
し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
１
人
に
つ
き
１
店
舗

で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
電
話
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
 

  ●
８
０
２
０
歯
の
健
康
 

　
コ
ン
ク
ー
ル
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
今
年
も
「
８
０
２

０
歯
の
健
康
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。
 

　
次
の
対
象
の
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
 

▼
対
象
　
市
内
に
住
む
８０
歳
以
上
の

人
（
大
正
１５
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま

れ
）
で
２０
本
以
上
歯
の
あ
る
健
康
な

人
 

▼
応
募
方
法
　
９
月
末
日
ま
で
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
か
市
内
歯
科
医
院
へ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
歯
科
医

院
ま
た
は
、
８
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
う
成
人
歯
科
健
康
診
査
で
歯

の
状
態
を
診
査
し
ま
す
。
 

▼
表
彰
　
１１
月
に
開
催
さ
れ
る
「
い

わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
で
表

彰
状
、
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
岩
倉
市
民
新
人
戦
卓
球
 

　
大
会
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
新
人
戦

卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２９
日
　
午
前
９
時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
ア
リ
ー
ナ
 

▼
種
目
　
男
女
別
個
人
戦
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
人
で
小
学
生
以
上
 

▼
参
加
費
　
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
…
２
０
０
円
、
大
学
生
・
一
般

…
３
０
０
円
 

▼
申
込
期
限
　
５
月
１５
日
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
　
 

（日） 

（日） 

（木） 

（日） 

（日） 

（日） 

（日） 

（火） 

（金） 

は
ち
 
ま
る
 
に
い
 
ま
る
 

募集  

催し  
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だ
　
み
　
　
　
ひ
で
 



  

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

　
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り 

  

　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
こ

い
の
ぼ
り
づ
く
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
こ
い
の
ぼ
り

づ
く
り
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ま

た
、
制
作
風
景
の
見
物
だ
け
も
歓
迎

し
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
２８
日
　
午
前
１０
時
〜

２９
日
　
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
お
よ
び
中

島
屋
幟
店
（
豊
国
橋
の
西
側
） 

▼
募
集
人
数
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

…
１５
家
庭
、
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
…

５
人
程
度 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
会

員
…
３
０
０
円
、
非
会
員
…
５
０
０

円 ※
弁
当
が
必
要
な
人
は
別
料
金
（
１

食
４
０
０
円
程
度
） 

▼
申
込
期
限
　
５
月
１５
日 

▼
そ
の
他
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ゲ
ス

ト
は
、
名
古
屋
大
学
・
名
古
屋
芸
術

大
学
の
留
学
生
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国

際
協
力
事
業
団
）
の
研
修
生
で
す
。

　
ゲ
ス
ト
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

に
一
泊
し
、
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま

す
。 

　
希
望
者
多
数
の
場
合
に
は
当
協
会

で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
（
外
国
の
人
が
優

先
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交

流
協
会
井
上
（
☎
　
６
６
―
３
１
９

２
）
ま
た
は
、
中
山
（
☎
　
６
６
―

８
５
７
３
） 

         

●
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
教
室 

  

　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を

開
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
１４
日
　
か
ら
６
月
１８ 

日
　
ま
で
の
６
回
、
毎
週
土
曜
日
午 

後
１
時
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

▼
対
象
　
小
学
校
２
〜
６
年
生
の
男

女 ▼
参
加
料
　
５
０
０
円 

▼
定
員
　
２５
人 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
グ
ロ
ー
ブ
・

水
筒 

▼
申
込
日
時
　
５
月
３
日
　
午
前
９

時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。 

　
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
日
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
６
―
２
２
２
２
） 

  

●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室 

  

　
岩
倉
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
次
の

と
お
り
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
を
開
き

ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
２２
日
　
か
ら
６
月
２６

日
　
ま
で
の
６
回
、
毎
週
日
曜
日
午 

前
９
時
〜
１１
時 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▼
対
象
　
１６
歳
以
上
の
男
女
（
学
生

を
除
く
） 

▼
参
加
料
　
１
千
円 

▼
定
員
　
２０
人 

▼
持
ち
物
　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ 

ケ
ッ
ト
等 

▼
申
込
日
時
　
５
月
１０
日
　
午
前
９

時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。 

　
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
日
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
６
―
２
２
２
２
） 

  

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成 

　
研
修
会
（
２
級
課
程
）
　

　
　 

 

　
社
団
法
人
尾
北
医
師
会
で
は
、
地

域
で
活
動
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

養
成
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
研
修
事
業
名
　
尾
北
医
師
会
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
会
（
２
級
課

程
） 

▼
研
修
実
施
場
所
　
尾
北
医
師
会
館

（
尾
北
看
護
専
門
学
校
） 

▼
研
修
期
間
　
６
月
２２
日
　
か
ら
１０

月
１１
日
　
ま
で
の
う
ち
２７
日 

▼
受
講
資
格
　 

①
岩
倉
市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、
大

口
町
、
扶
桑
町
、
お
よ
び
近
隣
に
お

住
ま
い
の
人 

②
健
康
で
福
祉
活
動
に
熱
意
を
持
ち

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
と
し
て
活
動
を

希
望
さ
れ
る
人 

③
研
修
の
全
課
程
に
出
席
で
き
る
人 

▼
募
集
期
間
　
５
月
２３
日
　
〜
６
月

６
日
　
必
着 

▼
定
員
　
４０
人 

▼
研
修
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
　 

生
き
が
い
課
ま
た
は
、
尾
北
医
師
会 

▼
受
講
手
続
き
　
研
究
会
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
確
認
の
う
え
、
は
が
き
に

「
尾
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
研
修
会
申
込
」
と
朱
書
き
し
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
受

講
理
由
を
明
記
し
て
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
な
お
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽

選
と
な
り
、
合
否
は
６
月
１０
日
　
ま

で
に
郵
送
で
行
い
ま
す
。 

▼
受
講
料
　
５
万
９
千
３
０
０
円

（
消
費
税
、
テ
キ
ス
ト
代
、
傷
害
保

険
代
、
実
習
費
、
演
習
費
を
含
む
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
団
法
人
尾
北

医
師
会
（
〒
４
８
０
―
０
１
４
４
丹

羽
郡
大
口
町
下
小
口
６
―
１
２
２
―

２
☎
９
５
―
７
０
２
７
） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（火） 

（水） （月） 

（金） 

（月） 
（火） 

（日） 

（火） 

（土） 

（日） 

　アフリカでは、大変厳しい自然条件の中、１枚の毛布が大変
貴重です。この運動は、１９８４年にアフリカで起きた大干ば
つの際、緊急物資として毛布が集められたことから始まり、２１
年経った現在も被災者や難民などへ配布されています。 
　市内で次のとおり毛布の収集を行いますので、ぜひ、市民の
皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。 
　収集日時　５月１９日（木）午後１時～５時 
　　　　　　　　２０日（金）午前９時～午後５時 
　収集場所　ふれあいセンター２階多目的ホール 
　お  願  い　・穴があいた毛布や破れている毛布はご遠慮くだ
　　　　　　　さい。また、汚れた毛布は洗濯してからご持参
　　　　　　　ください。 
　　　　　　・アフリカまでの輸送費として毛布１枚につき
　　　　　　　９００円が必要です。ご協力いただければ幸いです。 
　主　　催　明るい社会づくり推進協議会 
　問  合  先　近藤（☎６６―８７３５）または、布施（☎３８
　　　　　　―１４９９） 

アフリカへ毛布をおくる運動に 
ご協力ください 

▲
 
▲
 ▲
 

▲
 ▲
 

 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

の
ぼ
り 
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保健センターからのお知らせ 
【がん検診などの申込受付】 
 保健センターでは、がん検診・骨粗しょう症検診の申込受付を行います。申込期間中に保健センターへ直接お越しください
（市内にお住まいの人に限ります）。なお、定員になりしだい締め切ります。 
※電話では受け付けできません。また、申し込み初日は大変混雑し、待ち時間が長くなりますのでご了承ください。 
※駐車場が少ないため、車でのお越しはご遠慮ください。 
　申込期間　５月２日（月）～１３日（金）（土・日曜日、祝日を除く） 

【骨粗しょう症予防のための栄養教室】 

日　程 

検査名 検査日 検査方法 検査場所 定　員 対　象 費　用 

医　師 

未定（９月中 
に実施します） 

胃がん検診 

大腸がん 
検診 

子宮がん 
検診 

乳がん検診 

骨粗しょう症 
検診 

６月１５日（水）・１６日（木）・１７日（金）・ 
２０日（月）・２１日（火）・３０日（木）、 
７月１日（金）・４日（月）・５日（火）・６日 
（水）・７日（木） 

胃がん検診日に提出 

６～１０月　毎週月～土曜日 
（祝日、医院の休診日は除く） 

５月２５日（水）・２６日（木）・２７日（金）、 
６月２７日（月）・２８日（火）・２９日（水）、 
７月２６日（火）・２７日（水）・２８日（木） 

胃部Ｘ線間接 
撮影 

便潜血反応検査 
申込時に２日分の 
検便容器をお渡 
しします 

問診・視診・内診・ 
細胞診（頚部） 

問診・視診・触診・ 
超音波断層写真 
撮影または、Ｘ線 
撮影 

超音波による踵 
骨（かかと）の 
骨密度測定 

保健 
センター 

〃 

大野 
レディス 
クリニック 

保健 
センター 

〃 〃 

８５０人 
（超音波） 

３００人 
（Ｘ線撮影） 

９４５人 

１，２００人 

１，１５０人 

８００人 

３０歳以上 
（昭和５１年３月３１日 
以前に生まれた人） 

〃 

２０歳以上の女性 
（昭和６１年３月３１日 
以前に生まれた人、 
原則２年に１回受診） 

３０歳以上 

１８歳以上 
（昭和６３年３月３１日 
以前に生まれた人、 
原則２年に１回受診） 

８５０円 
検診日にお支払いください。 

３５０円 
容器提出日にお支払いください。 

１，６００円 
申込日にお支払いください。 

６００円（超音波） 
検診日にお支払いください。 

８５０円（Ｘ線撮影） 
検診日にお支払いください。 

４０歳以上 
（昭和４１年３月３１日 
以前に生まれた人） 

４００円 
検診日にお支払いください。 

午後１時３０分 
～３時 

  ６月  ３日（金） 午前９時～ 血液検査・相談など 

  ８月  ５日（金） 午前９時～ 血液検査・相談など 

１１月２５日（金） 午前９時～ 血液検査・相談など 

  ６月２２日（水） 午後１時３０分～３時３０分 講義「糖尿病を予防しよう」 医　　師 

  ６月２８日（火） 午前１０時～正午 講義・実技 
「生活習慣病予防の運動」 

あいち健康プラザ 
運動指導員 

  ７月２７日（水） 午後１時３０分～３時３０分 講義「糖尿病と歯周病」 尾北歯科医師会 
岩倉支部歯科医師 

未定（９月中 
に実施します） 

午後１時３０分～３時 講習会 
「トレーニング室の利用方法」 

総合体育文化センター 
インストラクター 

講　師 

講習会「トレーニング室の利用方法」 

  ６月  ３日（金） 午前９時～ 尿検査・相談など 血液検査・相談など 

  ６月２０日（月） 午後１時３０分 
～３時３０分 

講義「高血圧・高脂血症を予防しよう」 

  ６月２８日（火） 午前１０時 
～正午 

講義・実技「生活習慣病予防の運動」 
あいち 
健康プラザ 
運動指導員 

総合体育 
文化センター 
インストラクター 

  ８月  ５日（金） 午前９時～ 尿検査・相談など 血液検査・相談など 

１１月２５日（金） 午前９時～ 尿検査・相談など 血液検査・相談など 

時　間 

日　程 時　間 

高血圧予防教室内容 

内　　　　容 

高脂血症予防教室内容 講　師 

▼
 

　申込・問合先　保健センター（☎３７―３５１１） ▼
 

　骨も皮膚などの組織と同じように、つねに新陳代謝を繰
り返しているのをご存知ですか。骨粗しょう症はさまざま
な要因によって骨吸収と骨形成のバランスが崩れ、骨密度
が低下し、骨量が減るために起こります。現在、日本では
骨粗しょう症の人は、１，０００万人以上いると推定され
ています。予防としては、食事を中心とする生活習慣の改
善にあります。あなたも骨を守る食生活について考えてみ
ませんか。 

　と　　き　５月２７日（金）午前９時３０分～正午 
　と  こ  ろ　保健センター２階栄養指導室 
　内　　容　話「骨粗しょう症予防のための食生活」・調理実習 
　対　　象　骨粗しょう症の人、骨粗しょう症予防に関心のある人 
　対　　象　２５人（先着順） 
　持  ち  物　エプロン 
　申込方法　５月１７日（火）から保健センターで受け付けます 
　　　　　  （電話可）。 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

【糖尿病予防教室】 
　とき・内容　表のとおり 
　と  こ  ろ　保健センター（講習会「トレーニング室
　の利用方法」のみ総合体育文化センターで行います） 
　対　　象　基本健康診査で糖代謝検査（血糖・ヘモ
　グロビンＡ１ｃ）が要指導と判定された７０歳未満
　の人（毎回参加できる人） 
　定　　員　１５人程度 
　申込方法　５月１８日（水）までに保健センターへ
　お申し込みください。 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

【高血圧予防教室、高脂血症予防教室】 
　とき・内容　表のとおり 
　と  こ  ろ　保健センター（講習会「トレーニング室
　の利用方法」のみ総合体育文化センターで行います） 
　対　　象　★高血圧予防教室…基本健康診査で血圧
　値がが要指導と判定された７０歳未満の人（毎回
　参加できる人）★高脂血症予防教室…基本健康診査
　で脂質検査が要指導と判定された人のうち血清総コ
　レステロール値が２２０ｍｇ／ｄｌ以上（５０歳以
　上の女性は２４０ｍｇ／ｄｌ以上）で７０歳未満の
　人（毎回参加できる人） 
　定　　員　各１５人程度 
　申込方法　５月１８日（水）までに保健センターへ
　お申し込みください。 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

※このほか、６～１２月に毎月１回保健師による個別相談があります。 

※このほか、６～１２月に毎月１回保健師による個別相談があります。 

※検診時間は申込時にお知らせします。 
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児
童
新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
絵
本
を
作
る 

　  　
　
　
　
　
　
　
　
五
味
太
郎
・
著 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
類
　
趣
味 

　
　
　
　
　 

　 

              

　
「
絵
本
を
作
る
の
っ
て
か
ん
た
ん

さ
。
楽
し
く
や
っ
て
い
る
と
だ
い
た

い
う
ま
く
ゆ
く
」
ス
ト
ー
リ
ー
を
作

る
、
紙
の
選
択
、
編
集
者
と
作
家
、

言
葉
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
、

自
分
の
形
・
自
分
の
方
法
…
。
絵
本

作
家
が
語
る
絵
本
創
作
の
現
場
。 

★
み
ん
な
い
き
て
る
み
ん
な

　
で
い
き
て
る
！
　
　 

　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
・
絵 

　
　
　
　
　
　
く
ど
う
な
お
こ
・
詩 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
類
　
絵
本 

               

　
見
開
き
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
絵
と
、
心
が
ホ
カ
ホ
カ

あ
た
た
ま
る
楽
し
い
詩
。
ふ
た
つ
の

魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
の
絵
本
。
詩
の
一
部
を
改
定

し
て
復
刊
。 

 

★
フ
ィ
フ
ィ
の
そ
ら
　 

　
　
　
　
　
　
村
上
康
成
　
作
・
絵 

★
す
と
っ
び
犬
の
し
つ
け
方 

　
　
　
　
　
Ｊ
・
ス
ト
ロ
ン
グ
　
作 

★
も
り
の
オ
ン
ス
テ
ー
ジ 

　
　
　
　
　
　
ひ
だ
き
ょ
う
こ
　
絵 

　
　
　
　
　
　
か
ど
の
え
い
こ
　
作 

★
く
ま
ざ
わ
く
ん
の
た
か
ら
も
の
　 

　
　
き
た
や
ま
き
ょ
う
こ
　
作
・
絵 

        

　
　 

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
４
月
１
日
現
在
） 

▼
あ
げ
ま
す
　
一
宮
南
高
校
の
女
子

制
服（
サ
イ
ズ
１
５
６
〜
１
５
７
㌢
）、

子
ど
も
用
自
転
車
（
２２
イ
ン

 

チ

女
児
用
）
、

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
　 

▼
求
め
ま
す
　
幼
児
用
い
す
、
洗
濯

機
（
全
自
動
）
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド 

▼
譲
り
ま
す
　
子
ど
も
用
自
転
車

（
２１
イ
ン

 

チ

女
児
用
） 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

　
総
合
治
水
を
ご
存
知
で
す
か 

●
５
月
１５
日
　
〜
２１
日
　

　
は
総
合
治
水
推
進
週
間 

  

進
む
開
発
と
高
ま
る
洪
水
の
危
険
性 

　
田
や
畑
な
ど
に
は
雨
水
を
一
時
的

に
溜
め
た
り
、
地
面
に
浸
透
さ
せ
た

り
す
る
機
能
（
保
水
・
遊
水
機
能
）

が
あ
り
ま
す
。
今
日
で
は
田
や
畑
が

開
発
さ
れ
住
宅
や
工
場
、
大
規
模
小

売
店
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
た
め
、
地

表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
な
ど
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
こ
の
保
水
・
遊
水
機
能
が

低
下
し
、
同
じ
雨
が
降
っ
た
と
し
て

も
短
い
時
間
で
多
く
の
雨
水
が
川
に

入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
洪
水
の

危
険
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
は 

　
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
は
川
幅
を
広

げ
た
り
、
川
底
を
掘
る
な
ど
し
て
、

よ
り
多
く
の
雨
水
が
流
せ
る
よ
う
な

河
川
工
事
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
そ
れ
に
加
え
て
、
雨
を
溜
め
た
り

浸
透
さ
せ
る
施
設
を
作
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
田
や
畑
が
も
っ
て
い
た
保

水
・
遊
水
機
能
を
取
り
戻
し
、
一
度

に
川
に
入
っ
て
く
る
雨
水
の
量
を
減

ら
す
こ
と
（
流
出
抑
制
）
で
、
洪
水

の
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
川
の
中
だ
け
で
な

く
流
域
（
集
水
域
）
内
で
も
治
水
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
「
総
合
治
水

対
策
」
と
い
い
ま
す
。
家
を
建
て
た

り
建
て
替
え
た
り
す
る
際
に
は
、
次

の
よ
う
な
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
を

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

★
浸
透
ま
す
…
屋
根
に
降
っ
た
雨
な

ど
を
集
め
る
雨
水
ま
す
に
浸
透
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
雨
水
を
地
中

に
し
み
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

★
浸
透
ト
レ
ン
チ
…
配
水
管
に
穴
が

開
い
て
い
て
、
こ
の
穴
か
ら
雨
水
が

地
中
に
し
み
込
み
ま
す
。 

★
浸
透
性
舗
装
…
雨
水
が
舗
装
の
中

を
通
り
抜
け
て
地
中
に
し
み
込
む
特

殊
な
舗
装
で
す
。 

　
ま
た
、
過
去
の
水
害
箇
所
を
示
す

「
浸
水
実
績
図
」
や
浸
水
す
る
箇
所

を
予
想
し
た
「
浸
水
想
定
区
域
図
」

な
ど
を
見
て
、
水
害
箇
所
を
把
握
す

る
こ
と
も
被
害
を
最
小
限
に
す
る
方

法
で
す
。 

※
愛
知
県
内
の
河
川
整
備
計
画
に
関

す
る
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
３
） 

  

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
献
血
は
、
１６
歳
か
ら
６９
歳
（
た
だ

し
、
６５
歳
〜
６９
歳
の
人
は
、
６０
歳
〜

６４
歳
の
間
に
献
血
し
た
こ
と
の
あ
る

人
の
み
）
の
人
に
で
き
る
身
近
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
２４
日
　

岩
倉
市
役
所 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

ら

、

ら
に

ン
ド

っ

３

、

ン

ャ
ン

６

８
日
…

し
く

、

相 談 
その他 

（日） 

（土） 

　
　
 h
ttp
://w

w
w
.s
o
u
g
o
-c
h
is
 

u
i.jp

（火） 

ご
　
み
　 

た  

ろ
う 
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市税の納税と納税相談窓口を開設 
市税のお納め忘れはありませんか？ 

作
家
が
語
る
絵
本
創
作
の
現
場

 

　
　
き
た
や
ま
き
ょ
う
こ
　
作

絵 

市 民 相 談   
市民相談室（☎３８－５８２２） 

 

お気軽にご相談ください 
 

進
む
開
発
と
高
ま
る
洪
水
の
危
険
性 

に
し
み
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

 

３
１
３
５
） 

  
　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
計
画
的
な
ド
ラ
イ
ブ
を 

  

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
始
ま
り
、

車
で
行
楽
に
出
か
け
る
機
会
も
多
い

こ
の
季
節
。
一
瞬
の
気
の
ゆ
る
み
か

ら
大
事
故
に
な
り
、
楽
し
い
は
ず
の

旅
行
も
悲
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
死
亡
事
故
に
直
結
し
や
す
い
正
面

事
故
の
多
く
は
、
何
の
変
哲
の
な
い

平
坦
な
直
線
道
路
が
続
く
と
こ
ろ
で
、

突
然
対
向
車
線
に
は
み
出
し
た
た
め

に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
平
坦
な
直
線
道
路
や
高
速
道
路
を

走
っ
て
い
る
と
眠
た
く
な
っ
た
り
、

眠
く
は
な
い
が
、
思
考
力
が
に
ぶ
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
状
態
で
走
行
し
て
い
る

と
き
に
対
向
車
が
接
近
し
て
く
る
と
、

心
理
的
な
パ
ニ
ッ
ク
を
招
き
、
視
線

が
動
い
て
い
る
対
向
車
に
引
き
つ
け

ら
れ
、
そ
ち
ら
に
ハ
ン
ド
ル
を
き
っ

て
し
ま
う
と
い
う
、
平
常
で
は
考
え

ら
れ
な
い
危
険
な
行
動
を
と
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。 

　
適
度
な
休
息
を
し
、
無
理
の
な
い

計
画
で
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
掛
け
、

事
故
と
は
無
縁
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 

  

●
教
育
相
談 

  
　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室（
中
本
町
西
出
口
） 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適

応
指
導
教
室
指
導
員
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優
先
）
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

  

●
「
子
ど
も
放
送
局
」
番
組
放
映 

  

　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
公
民

館
ホ
ー
ル
の
テ
レ
ビ
で
子
ど
も
放
送

局
の
番
組
を
放
映
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
一
般
家
庭
で
は
見
ら
れ
な
い

も
の
で
、
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

受
信
し
て
い
る
も
の
で
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
番
組
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

▼
放
映
日
　
毎
週
土
曜
日
午
前
１１
時

〜
１１
時
４５
分
（
第
５
土
曜
日
を
除
く
。

第
４
土
曜
日
は
正
午
ま
で
放
映
） 

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
５
月
７
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
に 

じ
い
ろ
玉
手
箱 

★
５
月
１４
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
動 

物
の
気
持
ち
が
分
か
る
か
な 

★
５
月
２１
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
こ 

ど
も
と
し
ょ
か
ん
（
こ
ん
ち
ゅ
う
）
、 

ど
く
し
ょ
ラ
ン
ド
「
手
話
で
伝
え
る 

本
の
世
界
」
、
サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
ン 

ネ
ル 

★
５
月
２８
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
リ 

サ
イ
ク
ル
楽
器
で
音
遊
び 

★
６
月
４
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
に 

じ
い
ろ
玉
手
箱 

★
６
月
１１
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
未 

知
の
世
界
に
挑
戦 

★
６
月
１８
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
子

ど
も
図
書
館
（
き
ょ
う
だ
い
）
、
わ

く
わ
く
と
し
ょ
か
ん
、
サ
イ
エ
ン
ス

チ
ャ
ン
ネ
ル 

★
６
月
２５
日
…
楽
し
く
英
語
を
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
科
学
）
　 

▼
問
合
先
　
公
民
館
（
☎
３
７
―
０

２
５
７
） 

 

　市の歳入のうちでも重要な市税。市民の皆さんの中

で、この市税のお納め忘れはないでしょうか。 

　日ごろ、仕事などで税金を納めることができない人

や、納税相談を受けたい人のために、次のとおり臨時

の窓口を開設します。 

　ぜひこの機会をご利用ください。 

　なお、納税相談にお越しの人で分納を希望される場

合は、印鑑をお持ちください。 

　と　き　５月１４日（土）～２２日（日）までの土・

日曜日午前９時～正午、午後１時～４時 

　ところ　税務課 

　問合先　税務課収納係（☎３８―５８０６） ▼
 
▼
 

▼
 

　市民相談室は、市役所１階です。
個室の相談室となっていますので、
お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後
１時までお昼の休憩をいただきま
す。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替
休日を除く）午前９時～午後４時 
■女性相談 
５月　２日（月）午後１時～３時３０分 
　　１６日（月）午後１時～３時３０分
■母子・寡婦就業相談 
５月　６日（金）午前１０時～午
後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
５月１０日（火）午後１時～４時 
　　２５日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振
替休日は順延）午前９時から、市民
相談室で当月分の予約を受け付けま
す（先着順、電話可）。 
■登記相談 
５月１１日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
５月１２日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
５月１２日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
５月１３日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
５月１３日（金）午前１０時～午後３時 
■外国人のための相談（岩倉市国際
交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
５月１５日（日）午後１時～３時 
■総合福祉相談 
５月２０日（金） 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
５月２３日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係
などの心の悩みは、一人でくよく
よしていても、何の解決にもなり
ません。経験豊かなボランティア
が電話で相談をお受けします。お
気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時
～午後４時（祝日、振替休日を除
く） 

 

み  　な  　       な     や      む     な 
●心の相談電話 

　☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

や
ま 

だ  

か
ず 

ゆ
き 
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栄
町
の
大
淵
寛
之
・
法
子
さ
ん
の
長
男

隆
司
く
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
甘
え
ん
坊
の
隆
司
は
ま
る
で
げ
ん
こ

つ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
♪
　
だ
っ
こ
や
お

ん
ぶ
が
大
好
き
な
ひ
っ
つ
き
虫
。
マ
マ

は
重
く
て
大
変
だ
け
れ
ど
、
な
ぜ
は
口

か
ら
出
る
言
葉
は
「
か
わ
い
い
！
」
な

ん
て
親
バ
カ
な
ん
で
し
ょ
う
。 

　
昨
年
は
、
パ
パ
の
腕
に
抱
か
れ
て
見

た
五
条
川
の
桜
。
今
年
は
あ
ん
よ
で
手

と
手
を
つ
な
い
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

ね
。
す
く
す
く
と
成
長
し
て
心
の
温
か

い
人
に
な
っ
て
ね
。 

お
お
ぶ
ち
ひ
ろ
ゆ
き 

の
り   

こ 

隆
司
く
ん 

た 

か
　
し 

千村収一さん 
　広報いわくら５月１日号から表紙の絵が新しくなりました。 

　ボランティアで作品を提供していただく作者の千村収一さんは、岩

倉生まれの岩倉育ち。中本町で動物病院を開業している獣医さんです。 

　子どものころから絵を描くことに興味を持ち、高校時代は美術部に

在籍。北海道帯広での大学時代には、美しい北海道の風景に魅せられ

て風景画を多く描かれていたそうです。 

　作品は、身近な風景の中にいる愛犬のアニーとクリをやわらかな線

と明るくてやさしい色彩で描いたパステル画です。 

　アニーとクリは、心臓などに障害を持って生まれてきた犬たちで、

千村さんが愛情を持って育てています。彼らと散歩するときに眺める

まちの風景などが作品のヒントになっているそうです。 

　これまで描き上げられてきた作品は多数あり、市民ギャラリーなどで個展を開くほか、絵葉書として販売されてお

り、こうして作られた絵葉書はすでに１０セットにもなります。その収益金は全額を盲導犬の普及に役立てるため寄

付されているそうです。 

　診療で忙しい毎日のため制作は深夜に及んでしまうことが多いということですが、その一方で毎週バドミントンで

汗を流すスポーツマンでもあります。 

　これから広報１日号でご覧いただく千村さんの作品にご期待ください。 

ち　  むら　しゅう  いち 
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あいち防災リーダーとは…

く り  は ら　　　  ゆ う  き ち 

●あいち防災リーダー　　栗原　勇吉 

　
西
市
町
の
小
林
淳
一
・
実
香
さ
ん
の

長
男
優
輝
く
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
誰
に
で
も
「
優
」
し
く
、
だ
れ
よ
り

も
「
輝
」
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
つ
け
た
名
前
「
優
輝
」
。
そ
の

名
の
と
お
り
優
し
く
か
わ
い
い
笑
顔
で

い
つ
も
輝
い
て
い
た
ね
！
　
こ
の
１
年

優
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
で
楽
し
く
幸
せ
に
過

ご
せ
た
よ
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
ま
ぶ
し

い
笑
顔
で
パ
パ
や
マ
マ
、
周
り
の
み
ん

な
を
幸
せ
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

　
今
度
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
大
好
き

な
プ
ー
さ
ん
に
会
い
に
行
こ
う
ね
。 

こ  

ば
や
し 

じ
ゅ
ん  

い
ち 

み
　
か 

や
さ 

か
が
や 

優
輝
く
ん 

ゆ
う  

き 

　いつ起きても不思
議ではないと言われ
ている東海・東南海
地震に備えて、愛知
県が平成１４年度か
ら地域の地震防災体
制の強化のため「あ
いち防災カレッジ」

を開設しています。そのカレッジで年１２回行わ
れる講義を受講し修了した人が、「あいち防災リ
ーダー」です。 
　３年間で、約７５０人の「あいち防災リーダー」
が誕生し、各地域で活動を行っています。 
　岩倉市の「あいち防災リーダー」は、平成１６
年度の修了者２人を含め
現在６人です。岩倉市消
防署内に事務局を開設し、
岩倉市民の皆さんに防災
啓発活動を行っています。 

　今年度の主な活動内容は、この「知っておきた
い防災知識」の連載と６月１２日から５学区で開
催される地震防災講習会を計画しています。 

　平成１６年度「あいち防災カレッジ」を修了
した栗原勇吉さん（写真左）と塚原輝久さん（写
真右）の２人が、これまで活動してきた森千代
子さん、清水敬明さん、小笠原三代子さん、宮
田智子さんと一緒に防災啓発活動を行いますの
で、よろしくお願いします。 

つか はら てる ひさ 

もり  ち　 よ 

お   がさ わら  み    よ    こ し  みず ひろ あき 

た  さと  こ 

こ みや 
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豊かに表現できる児童の育成を目指して豊かに表現できる児童の育成を目指して
　平成１５年度より、岩倉北小学校では「自分の考えをもち、豊かに表現できる児童の育成」をテーマにさまざまな活動に取り組んでいま
す。いろいろな形で子どもは自分の考えを表現します。より豊かに、より効果的に、より内容的に子どもたちが表現できるよう日々実践を
深めていきたいと思っています。 

特殊教育部会 
総合的な学習の時間―いきいき発見！　いのち・友だち― 
　本校では６組と７組の２クラスあり、昨年度までは別々に学習していました。そこで、できる限り合同の学習を設定し、互いが

交流し合う中で、認め合い、助け合い、高め合う気持ちを培いながら生活自立・社会自立に向けて取り組みました。特に、互いに
理解し合える関係を築く活動では、それぞれの誕生日会を司会進行から出し物まで協力して行うことにより、達成感や思いやる気
持ちを深められました。今後も、この活動を続けていきたいと思います。 

生活科や総合的な学習の時間を通して 
１年生部会 

生活科―「つくってあそぼう」の学習を通して― 
　１年生部会では、子どもたちの表現力は、伝えたい分かってほし
いと願う一人一人の思いや体験を通して育まれるものと考えました。
自分で作ったおもちゃで「おもちゃランド」を行い、友達に自分の
作ったおもちゃで遊んでもらう。その時、大きな声でお客さんを呼
んだり、遊び方を一生懸命教えたりすることによって、子どもたち
の表現力はずいぶん向上したと感じました。 

２年生部会 
生活科―「みんなでつくろうフェスティバル」の学
習を通して― 
　２年生部会では、表現力を高めるためには、自分の思いを確かに
し人に理解してもらうために工夫したり、自分と他人の意見を統合
する経験をしたりすることが必要であると考えました。そこで、「み
んなでつくろうフェスティバル」に出店するお店決めの場面を利用
して、友達に自分のやりたいお店を理解してもらう活動の後、互い

の気持ちを分かり合い、心に葛藤をもちながら一つに絞っていく過
程を経験しました。 

３年生部会 
総合的な学習の時間―「大発見！！　岩倉」を通して― 
　３年生部会では、自分の住んでいる岩倉の町のすばらしさを自分
が感じ、それを紹介する活動場面を設定することにしました。子ど
もたちは自分の足で調べたり、地域の皆さんにインタビューしたり
して、岩倉の町を調べました。子どもたちは自分の住む町の姿に感
動し、さらに調べたいと意欲を見せていました。そして、互いに岩
倉のよさを発表し合うことにより表現能力を高め、自分の発表のよ
かったところや足りなかったところをふり返っていました。 

４年生部会 
総合的な学習の時間―「地球を救おう」の取り組み
を通して― 
　４年生部会では、「調べる・考える・表現する・交流する」とい
う学習の流れを取り入れることにしました。子どもたちは学習を進
めていく中で環境問題を身近な問題としてとらえ、さらに地球環境
を守るために「自分たちにできること」について考えるようになり
ました。そして、「どう訴えていくか」まで考えて環境会議に臨み
ました。この取り組みの中で、子どもたちの表現力が向上するとと
ともに、環境に関する意識も高まってきたことを強く感じました。 

５年生部会 
総合的な学習の時間―「共に生きる」を通して― 
　５年生部会では、福祉に関わる学習や体験活動を深め、人間関係
を豊かにすることを目標に取り組んできました。岩倉福祉探検や、
福祉実践教室、「ユニバーサルデザイン」についての学習、「老人
憩の家」訪問、「一期一会荘」訪問などに取り組みました。これら
の活動により、子どもたちは、人は一人で生きているのではなく「共
に生きている」ということを実感し、自分以外の人に対する思いや
りの気持ちをもてるようになってきました。 

６年生部会 
総合的な学習の時間―「世界の文化を学ぼう」― 
　６年生部会では、より外に目を向け見聞を広める意味で「世界の
文化を学ぼう」をテーマに取り組みました。日本についての理解を
深めながら、外国文化に関する学習を進めることで、自国との違い
を認め、異文化を尊重する態度が身に付くと考えました。この学習
により、調べたことを発表することによる表現力の向上だけでなく、
世界を知ることにより、より大きな視点で物事をとらえられるよう
になってくれたものと思っています。 

ベルマークの集計が３００万点を超えました 
　昭和５１年からベルマーク教育助成財団に加入し、ベルマーク集めがはじまり
ました。その後、年間約１０万点ほど集めながら北小の教育環境整備を支援して
きました。現在、毎月１０日を「ベルマークの日」とし、各家庭で集めたベルマ
ークを学校へ持ってきています。 
　昨年度は、１２万点ほど集め、ＣＤラジカセ、黒板ふきクリーナー、電気鉛筆
削り、ストップウォッチ、ブラックライトを購入することができました。 
　平成１０年度にはベルマークの累計点数が２００万点を、平成１６年度には
３００万点を超えることができ、財団から表彰されました。県内で３７番である
ということです。 

かっとう 

つちか 

岩倉北小学校 
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岩
倉 

広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　４月１日から１０日までの間、五条川河畔
で岩倉桜まつりが開催され、４３万５千人も
の人が花見を楽しみました。 
　４月２日には、昨年雨のため中止となった
３台の山車曳きとからくりなどが披露され、
訪れた人からは、盛んな拍手が送られていま
した。 
　また、４月４日には、愛・地球博一市町村
一国フレンドシップ事業のキューバパビリオ
ンスタッフが、五条川を訪れ、桜やお茶会な
どを楽しんでいました。 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

いわくらし

ちき
ゅうにやさしい
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はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★３歳児健康診査 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★風しん 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

　休日急病診療（伊藤義巳　いとうクリニック） 
朝市/東町 

　休日急病診療（上條正啓　上條内科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

　休日急病診療（高田幹彦　岩倉病院） 
朝市/東町 

憲法記念日 
　休日急病診療（有本裕子　岩倉東クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

国民の休日　野菜の広場/岩倉駅地下道 
　休日急病診療（小川清夫　小川医院） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談 

こどもの日 
　休日急病診療（井上隆義　井上皮膚科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

金 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～栄町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，228人（－232人） 
            男性/24，047人（－110人） 
            女性/24，181人（－122人） 
          世帯数/19,385世帯（－8世帯） 
                （4月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

　岩倉駅西口から歩いて５分ほどの所に大矢公園があります。 

　この公園は、計画の段階から地域の皆さんに加わっていただき、

この中で出されたアイデアを生かして再整備されました。たとえば、

写真左にある公園入り口のモニュメントは、子ども会など地域の皆

さんが中心になって作り上げたものです。 

　また、この公園のもう一つの特徴は、かわいらしい動物たちの遊

具で、入り口に向いて手を上げているサルの塔を中心に、パンダ、

キリンが子どもたちを呼んでいるようです。 

　これからの季節、明るい日差しの中でたくさんの子どもたちが楽

しそうに遊ぶのを見ることができそうです。 
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